
４月２１日（金）、当部の事業である「樽前山直轄火山砂防事業苫小牧川遊砂地」が、公益社団法人土木学会北海道支
部から「技術賞」の表彰を受けました。
苫小牧川遊砂地は、樽前山の噴火に伴う火山泥流による被害軽減を目的として、平成１８年度に着手し、平成２８年度に

完成した砂防設備です。
効果的な施設の配置、軟弱地盤への対応、ライフサイクルコストの縮減を図った構造形式、環境と調和するための構造

の工夫が評価され、受賞となりました。
苫小牧川遊砂地の完成により、苫小牧川において発生すると考えられる融雪型火山泥流を捕捉し、苫小牧市街地での

被害軽減及び安全度の向上はもとより、道央自動車道、国道３６号、ＪＲ室蘭本線、苫小牧港などの機能保全効果が期待
されます。

樽前山直轄火山砂防事業苫小牧川遊砂地が
土木学会北海道支部技術賞を受賞！ 治水課・苫小牧河川事務所

授賞式（ホテル札幌ガーデンパレスにて）
（右）苫小牧河川事務所 吉田所長
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堰堤長 1,074m
堰高（越流部） 3m
泥流捕捉量 2,680,000m3（札幌ドーム約1.7個分）


